
 

 

報道関係者各位 

イベント取材のご案内 

2025 年 11 月吉日 

情報産業労働組合連合会 

・取材可能日時：2025 年 12 月 15 日（月）9:00～14:00（予定） 

・場所：ＴＫＰガーデンシティ御茶ノ水 

 

情報通信・通信建設、情報サービス産業などで働く約 19 万人の組合員が結集する、

産業別労働組合の情報産業労働組合連合会（中央本部：東京都千代田区、中央執行委員

長：北野 眞一、以下「情報労連」）は、加盟組合のリーダーが組織運営の課題を共有し、

解決に向けたヒントを得る場として 「2025 ICTJ ライジングセッション」を開催します。 

 

本イベントは、労働組合が抱える人材不足や若年層の参画、組織内

コミュニケーションなどの“リアルな悩み”を、組織や地域の枠を越

えて共有し、解決策を探る場として 2024 年に初めて実施しました。

昨年度は 64 名が参加し満足度 95％と高い評価を得たことから、今年

は議論の質をさらに高めて 2回目の開催となります。 

*昨年の様子：https://www.joho.or.jp/kameikumiaikatudou/post-11179-11179 

 

取材可能日である 12 月 15 日（月）は、約 26 組合・50 名

が参加し、法政大学 梅崎修教授による「働き方の変化と組織

マネジメント」をテーマにした特別講演や、規模や地域を越

えて参加組合同士が課題を議論する「ライジングセッショ

ン」が実施されます。 

 

若手リーダーたちが現場で直面する課題を率直に語り合う場であり、労働組合の実情、

組織運営の最新動向、働き方 ・人材成 といった社会性の高いテーマを、多面的に取材

いただける貴重な機会となっております。ぜひご参加をご検討ください。 

 

■参加のお申し込みについて 

参加のお申し込みは、以下のＷｅｂフォームからご連絡ください。 

取材受付フォーム： https://req.qubo.jp/ICTJ_2231/form/session 

＜約 30 組合 50 名が一堂に会して“組織の悩みや課題”を 

議論する「ICTJ ライジングセッション 2025」開催 
〜人材不足、若手参画、発信方法など労働組合リーダーが 

“運営の悩み”を赤裸々共有〜 

https://www.joho.or.jp/kameikumiaikatudou/post-11179-11179
https://req.qubo.jp/ICTJ_2231/form/session


 

 

※お手数ですが、ご参加希望の方は、2025 年 12 月 8 日（月）18：00 までにご登録く

ださい 

 

■イベント概要 

日時 2025 年 12 月 14 日（日）～15 日（月） 

場所 ＴＫＰガーデンシティ御茶ノ水 

住所 〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 3-11-1 

 三井住友海上駿河台新館 3 階 

【地図】https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gc-ochanomizu/access/ 

参加者 情報労連加盟組合 約 25 組合 50 人程 

 

予定 1 日目【12 月 14 日（日）】 

＜学びのセッション＞ 

・労働組合と役員の基礎 特定社会保険労務士 中島 豊一 氏 

・情報労連の歴史と組織 情報労連運動推進局 青木局長 

・ワークショップ 

＜交流のセッション＞ 

 

（取材可能日）2日目【12 月 15 日（月）】 

＜ライジングセッション＞ 

9:00～9:15 オリエンテーション 

9:15～10:15 特別講演 

└法政大学 キャリアデザイン学部 

キャリアデザイン学科教授 梅崎 修 氏 

10:30～12:00 セッション① 

12:00～12:45 休憩 

12:45～13:30 セッション② 

13:30～13:45 閉会（状況により前後する可能性あり） 

 

 

■特別講演：登壇者プロフィール 

梅崎 修 氏  

・法政大学, キャリアセンター, センター長 

・日本キャリアデザイン学会専務理事、事務局長 

・日本人材マネジメント協会執行役員 

・広島大学, 高等教成研究開発センター, 客員研究員 

・2020 年 4 月 稲盛和夫研究会, 会員 

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gc-ochanomizu/access/


 

 

■開催の背景 

情報労連ではかねてより加盟組合を対象に春闘や労働関連法、業種に特化したテー 

マ別の勉強会などを開催してきました。しかしコロナ禍以降、加盟組合から「自分た

ち以外の労働組合はどのように活動に取り組んでいるのか」「過半数代表を目指すため

の取り組み方法を知りたい」など、“組織運営に関する悩みや不安”が多く寄せられる

ようになったことを受けて、地域・業種・組織規模を越えて集まり、組織運営の課題

を共有し合う横断型の場が必要だと判断し、初の「ICTJ ライジングセッション」を昨

年開催することに至りました。 

 

■情報労連について 

情報労連は、情報通信・情報サービス産業、通信建設業を中心とした産業別労働組合

で、NTT 労組・通建連合・KDDI 労組などが加盟し、228 組合/19 万 2 千人の組合員で構

 しています。また、「複合産別」として、印刷・運輸・ 製造・建築・ビルメンテナ

ンス・医療・福祉などの労働組合も加盟しています。 

「私たちは、信頼と共感を礎に、社会的価値ある労働運動を推進し、誰もが暮らしや

すい社会の実現をめざします」を基本理念に据え、組合員のみならず、すべての人が

安心して暮らし、働き続けられる社会の実現に向け、さまざまな活動に取り組んでい

ます。 

・労働組合をつくる、情報労連に加盟するメリットはこちら 

https://www.joho.or.jp/howtojoin#merit 

 

■情報労連の概要 

名 称：情報産業労働組合連合会（情報労連） 

所 在 地：〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 3-6 全電通労働会館 5階 

組織人員：228 組合、約 19 万 2千人（2025 年 10 月現在） 

加盟業種：情報通信・情報サービス・通信建設・印刷・運輸・製造・建築・ビルメン

テナンス・医療・福祉など 

目 標：情報労連は信頼と共感を得る産業別労働組合として「産業政策」の確立と

実現とより多くの仲間を結集する「組織拡大」を重視しています。雇用や

労働条件の方向性を明示して安心感を醸 すること、そしてより多くの仲

間が集まることによって、より大きな力を発揮することが産業別労働組合

の役割だと考えています。 

公式ＨＰ：https://www.joho.or.jp/ 

 

■本件についての報道関係のお問い合わせ先 

情報労連 組織局 PR 担当：山崎・佐藤 

TEL：03-3219-2231 E-mail：soshiki@joho.or.jp 

https://www.joho.or.jp/howtojoin#merit
https://www.joho.or.jp/
mailto:soshiki@joho.or.jp

